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横浜みどりアップ計画の推進について 

 
「横浜みどりアップ計画」（新規・拡充施策）については、平成21年度から「横浜みどり税」による
財源を活用して本格的に施策・事業をすすめるともに、「横浜みどりアップ計画市民推進会議」の設置な

どにより、事業の透明性確保や市民意見の把握を図っており、これまでの事業の取組状況や市民推進会

議の開催状況等について報告します。 
 
１ 事業の取組状況 
 

【平成21年度の事業目標及び進捗状況（別紙1）】 

 
２ 新規事業の内容等について 

 

 (1) 樹林地を守る 

ア みどりの夢かなえます事業〔別紙1 ‒ 15関連〕 

樹林地の保全に関する活動をしている団体から、樹林地の保全と利活用に資する提案を募集し、

優れた提案の実施を支援することで、市民協働による樹林地の保全を推進します。 

 

助 成 対 象 
市民の森、ふれあいの樹林、横浜自然観察の森において、樹林地の保全と

利活用に資する活動をしている団体 

対象となる事業 
市民を対象とした樹林地の保全と利活用に資する事業であり、事業の成果

が特定地域のみにとどまらず、市内全域に還元されると見込まれる事業。

助 成 額 助成対象経費の全額（上限300万円） 

募 集 期 間 11月13日（金）～12月9日（水） 

 

イ 特別緑地保全地区指定等拡充事業〔別紙1 ‒ 21関連〕 

（ア）樹林地保全制度のPR・意向調査等 

5 月に実施した意向調査を集計し、指定意向を区別にまとめました。また、地図情報とも

重ね合わせ、意向を地域単位で把握できる基礎資料としてまとめました。この基礎資料を活

用して、地域に応じた効果的な指定推進を図ります。 

 

①樹林地保全制度「意向調査」の集計結果について（別紙2） 

 

②地図情報模式図（別紙3） 

 

③今後の取り組み 

・「特別緑地保全地区」や「市民の森」については、要望の集まっている地区を中心に、地

区別に土地所有者へ働きかけ、次年度以降の指定拡大につなげます。 

・「緑地保存地区」や「源流の森」については、要望の強い地番から順次働きかけ、指定を

進めます。 

・その他意向調査やアンケートで、制度に何らかの興味関心を示した土地所有者に対して、

引き続き個別相談を進めます。 

・今回の区別集計分析結果を、各区に情報提供します。 

環境創造・資源循環委員会
平成 21 年 12 月 8 日
環 境 創 造 局 説 明 資 料
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（イ）平成21年度の推進状況（11月末時点） 

 

①平成21年度中の指定に向けた推進状況     

 

 

  

 

制度名 事業推進

中の面積

地区数 現在の進捗状況 

近郊緑地特別保全地区 44 ha 1 地区 ・都市計画決定に向け法定縦覧中 

（11/25～12/9）

特別緑地保全地区 15 ha 2 地区 ・都市計画決定に向け法定縦覧中 

（11/25～12/9）

市民の森 約 12 ha 3 地区 ・2地区約6haは、土地所有者の同意済 

・1地区約6haは、特別緑地保全地区制度も

含めて、交渉継続中 

緑地保存地区 約 11 ha  ・12月中に指定審査会を実施し、契約予定 

・申請受付面積 

源流の森 約  3 ha 2 地区 ・平成21年6月契約済 

【池辺地区（都筑区）】 

【市沢地区（保土ケ谷区）】 

【合計】 約 85 ha   

 

②買取状況 

樹林地保全制度の指定地において、相続等不測の事態に応じた買取や、法に基づく買入申

し出への対応を行い、樹林地として保全を継続していきます。 

 

・平成21年度買取実績地区数（11月末時点で契約済みのもの） 

 

 

 

 

 

 

事業推進中の合計面積 指定目標 
＜参考＞ 過去の樹林地保全制度の新規指定実績 

（直近３年度分）

約85 ha 51.6 ha [18年度]12.0ha、[19年度]16.2ha、[20年度]56.1ha

制度名 地区名 区名 

特別緑地保全地区 公田・荒井沢 栄区 

 熊野神社 港北区 

 三保 緑区 

市民の森 瀬谷 瀬谷区 

 新治 緑区 

 （仮称）中田宮ノ台 泉区 

【合計】 6 地区 約 2.4 ha  
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（2） 農地を守る 

ア 担い手コーディネーター育成・派遣事業〔別紙1-37〕 

（ア）農作業の労働力に関するアンケート調査の実施 

「農地を守る」ため、農業の担い手支援に向け、労働力が不足している農家の手伝いをす

る援農ボランティアについて、農家の皆様からご意見をいただき、広く活用していただける

ような制度をつくるためにアンケート調査を実施するものです。 

 

実施時期 平成21年12月から平成22年2月（予定） 

調査対象 横浜市内の農家から無作為に抽出した1,000人 

調査方法 アンケート用紙を郵送で配布、回収 

調査内容 農業の状況について、援農ボランティアについて、「はま農楽」の活動について

実施スケ

ジュール 

12月中 アンケート実施予定 

2月中 結果取りまとめ 

 

  

(3) 緑をつくる 

ア 保育園･幼稚園芝生化事業〔別紙1 ‒ 46関連〕 

市街地の緑化を推進し、良好な市街地環境の形成に資することを目的として、民間保育所及び

私立幼稚園の園庭の芝生化に対し助成を行います。 

園庭の芝生化が進むことで、潤いのある緑豊かな街並みが形成されるとともに、子どもたちが

緑と直接触れあう機会が増える、ヒートアイランド現象が緩和されるなど様々な効果が期待され

ます。 

 

助成対象 
民間保育所※及び私立幼稚園 

※本市の認可を受けた民間保育所、横浜保育室及び家庭保育福祉員 

助成要件 芝生化を行う面積が10 ㎡以上 

助 成 額 全額（上限50万円） 

受付期間 12月25日（金）まで 

 

イ 公共施設緑化事業（公立保育園の園庭芝生化について）〔別紙1 ‒ 52関連〕 

平成21年度は、公立保育園における園庭芝生化のモデル事業として、5園の芝生化を実施しま

す。実施箇所は、以下の通りです。 

 

区名 実施保育園 芝生化予定面積 

旭 区 左近山保育園 200 ㎡ 

洋光台第二保育園 50 ㎡ 磯 子 区 

滝頭保育園 50 ㎡ 

大熊保育園 200 ㎡ 都 筑 区 

みどり保育園 100 ㎡ 

【合計】  600 ㎡ 
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３ 横浜みどりアップ計画市民推進会議 

 

（1）第2回開催 [10月10日（土）] 

横浜みどりアップ計画に対する評価及び提案の考え方や市民推進会議の内容等を広く市民に広報

することについて意見交換を行いました。 
 

＜主な意見＞ 

・事業ごとに進捗や市民との関わり度合いに差があるので、全ての事業を一律の基準で評価、提

案すべきではない。  

・市民推進会議は、活動をしている一人ひとりの実感や、考えなどを集めて、横並びやバランス

重視の行政の感覚によらない、現場感覚の市民の視点で提案をしていくことが重要である。市

は、その提案を予算や事業に反映していくべきである。 

・事業の効果について市民の実感を得るには、事業の進捗率よりも、買取った樹林地など、みど

り税が使われた具体的な場所を示すことの方がより重要である。 

・樹林地などを地区指定などにより保全した場合、積極的に利活用し、市民に還元を図るべきで

ある。その際、広報、ＰＲが重要である。 

 

 

（2）広報部会の開催 [第2回：10月21日（水）/ 第3回：12月7日（月）] 

市民推進会議ニュースの名称や編集方針、現地調査などについて意見交換しました。第2回広報

部会においてニュースの名称を「濱ＲＹＯＫＵ（はまりょく）」と決定しました。 

 

 

（3）「濱ＲＹＯＫＵ 第2号」の発行 

会議の内容を取りまとめたニュースの第2号を発行しました。PRボックスなど約500箇所、 

計17,000部を配布しています。 

 

 

（4）現地調査の実施 [11月23日（月）、11月30日（月）] 

横浜の緑の現状について認識を深めるために、学校芝生化の事例や、栽培収穫体験ファーム、市

民の森等を視察しました。 

 

 

（5）第3回市民推進会議 

・日時：平成21年12月15日（火） 午後6時30分から午後8時30分まで 
・場所：横浜市開港記念会館 
・議事：□評価・提案の方法について 

  □横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）の進捗状況の報告 
  □広報部会、現地調査の報告 
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４ その他 

 

（1）第29回緑の都市賞 内閣総理大臣賞受賞 

市民、企業、行政が一体となった緑の保全、緑化、公園整備などのこれまでの様々な施策の取り

組みや、現在推進中の「横浜みどりアップ計画」などが総合的に評価され、このたび「第29回緑の

都市賞 内閣総理大臣賞」（主催：財団法人都市緑化基金）を受賞しました。 

表彰式が10月30日（金）に日比谷公会堂にて行われ、代表して佐々木副市長が表彰を受けまし

た。 

 
＜参考＞ 「緑の都市賞」について 

 

 

１ 概 要 

明日の緑豊かな都市づくり・街づくりをめざし、樹木や花など「みどり」を用いた環境の

改善、景観の向上、緑のリサイクル等に取り組み、緑あふれる施設づくり、街並みづくりに

卓越した成果を上げている市民団体及び企業等、並びに都市の緑の保全や緑化の推進に個性

的な施策をもって取り組み、顕著な成果を上げている公共団体を顕彰するもの。 

昭和56年より、毎年実施されている。 

 

２ 主 催 

財団法人 都市緑化基金 

 

３ 応募部門 

（1）緑の拠点づくり部門・・・公共や民間の個別の施設を対象（横浜市の応募した部門）

（2）緑の地域づくり部門・・・地域や地区を対象 

（3）緑の都市づくり部門・・・都市全般 

 

４ 今回応募総数 

3部門 56点 



■ 横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策） 平成 21年度事業目標及び進捗状況〔11月〕                      別紙 1 
施策/事業名 

【凡例】 
H21 年度予算 
[百万円] 

事業目標（H21年度） 進捗状況（H21.11 実績）           前回との比較 
【凡例】 

●：新規事業（横浜みどり税充当）、◎：拡充事業（横浜みどり税一部充当）

◇：新規事業等（横浜みどり税非充当）、・：事業費のないもの 

総額 みどり税
充当額 

 ○：進捗したもの ☆：事業目標を達成したもの  

□：引き続き検討・調整中のもの          

継続保有の促進        

1 ・緑地保全制度等の拡充 - (-) 制度検討 市民緑地、管理協定の具体策について検討・調整中 □ 

2 ・篤志の奨励制度 - (-) 制度検討 制度の詳細について検討・調整中 □ 

維持管理推進     

3 ◎緑地再生・管理事業 316 (188) 緑地再生・管理対象面積：148.0ha 10月 15日から非公開の民有樹林地に対する助成事業開始 ○ 

4 ◎緑地防災・安全対策事業 62 (26) ①危険斜面整備：1箇所 
②外周樹木撤去等 

①危険斜面整備：設計中（飯島市民の森） 
②外周樹木撤去等：10月15日から非公開の民有樹林地に対する助成

事業開始 

○ 

5 ◎市民協働による緑地維持管理事業 12 (11) 推進 ・追分市民の森・矢指市民の森（計 約 35ha）について計画を策定 
・東山ふれあいの樹林（約1.8ha）について計画策定に着手 

○ 

6 ●森づくりリーダー等育成事業 2 (2) ①森づくりボランティア：50人 
②森づくりリーダー：5人 
③はまレンジャー：5人 

①第1回研修実施（15人） 
②12月 5日から研修実施 
③募集に向け準備中 

○ 

7 ●愛護団体活動アップ支援事業 5 (5) 愛護団体支援：50団体 １１月13日から助成事業開始 ○ 

8 ●森づくりボランティア活動助成事業 7 (7) 森づくりボランティア活動助成：３７団体 １１月13日から助成事業開始 ○ 

利活用促進     

9 ●景観の森・生き物の森事業 3 (3) 3ha 市民の森で実施に向け調整中 ○ 

10 ●森の中のプレイパーク事業 10 (10) 1箇所 ・街なかにおいて木製遊具を使ったイベントを実施(5箇所、約2,200人) 
・樹林地におけるイベント実施に向け調整中（2箇所） 

○ 

11 ●森の収穫物体験事業 1 (1) 3 回 1回実施（38人）（12月･1月に各1回実施予定） ○ 

12 ●里山ライフ体験事業 1 (1) 2 回 1回実施（13人）（12月に2回目実施予定） ○ 

13 ●健康の森事業 2 (2) ①距離標設置:２箇所 
②イベント等：9回 

①距離標設置に向けた調査実施中 
②1回実施（32人）、12月 1日からスタンプラリーを実施予定 

○ 

14 ●横浜の森の自然・生き物情報発信事業 3 (3) 推進 市民の森等のガイドマップを作成中 ○ 

15 ●みどりの夢かなえます事業 9 (9) 3 件 11月 13日より提案募集中 ○ 

16 ◎間伐材資源循環事業 12 (11) 推進 研修実施（2回、31人）、間伐材チップ化作業に対する支援を開始 ○ 

17 ●間伐材活用クラフト作成事業 1 (1) 推進 教室 12回実施（約300人） ○ 

18 ◇愛護会、森づくりボランティア活動拠点整
備事業 

4 (-) 設計：1箇所 12月に愛護団体説明予定 ○ 

19 ◇ウェルカムセンター整備事業 4 (-) 設計：1箇所 候補地選定中 ○ 

20 ●森の恵み塾事業 12 (12) 2拠点で実施 2拠点を中心に24回実施（約1,600人） ○ 

確実な担保     

21 ◎特別緑地保全地区指定等拡充事業 5,719 (469) ①指定面積：51.6ha 
②買取対応予定面積：約16ha 

①指定に向けた推進中の面積：約85ha 
②買取対応面積（11月末時点で契約済みのもの） 

：6地区（特別緑地保全地区および市民の森）約2.4ha 
※意向調査回答件数及び面積（5月実施） 
1,933件（回収率約40％）、回答者の所有面積累計 約 715ha 

○ 
 

22 ・よこはま協働の森基金制度の見直し - (-) - 市民緑地、管理協定の導入等とあわせて検討中 □ 

樹
林
地
を
守
る 

23 ・国への制度要望 - (-) 推進 5月末実施済み（12月3日実施） ○ 

継続保有の促進     

24 ・生産緑地制度の活用 - (-) 制度運用 要件緩和について関係部署と協議中 □ 

25 ●農園付公園整備事業 15 (15) ・用地測量 ・基本計画策定 候補地を選定し、土地所有者と調整中（1箇所） □ 

26 ・農業用施設用地に対する固定資産税等の軽減 - (-) - 28件（農業用施設指定：約0.38ha） ○ 

農業振興     

27 ◇共同直売所の設置支援事業 1 (-) 設備助成：1箇所(保冷庫） 1箇所（泉区ファーマーズマーケットの保冷庫）整備済 ☆ 

28 ●収穫体験農園の開設支援事業 13 (13) 整備予定面積：0.8ha ・0.15ha（2箇所）のイチゴ・トマト栽培施設整備済 
・果樹園整備（０.５ha）の補助金交付手続中。さらに０.４ｈａ精査中。 

○ 

29 ◇施設の省エネルギー化推進事業 4 (-) 0.4ha ・0.2ha（3棟、保温カーテンと循環扇）で整備済 
・0.2ha（ヒートポンプ）の整備中 

○ 

30 ◇生産用機械のリース方式による導入事業 3 (-) 農業機械のリース：2台 1月からの実施に向け調整中。事業要望２件を絞込み。 ○ 

農地保全      

31 ◇集団的農地の維持管理奨励事業 20 (-) 農地管理団体交付金：380ha １２月からの実施に向け要綱作成中 ○ 

32 ●水田保全契約奨励事業 15 (15) 50ha 申出件数：450件（約90ha） ○ 

33 ◇かんがい施設整備事業 3 (-) 簡易かんがい施設整備：１地区 事業実施候補地の選定 ○ 

34 ●不法投棄対策事業 19 (19) ①監視警報装置設置：５地区 
②夜間監視パトロール：10地区 
③清掃活動支援：6地区 

①監視警報装置設置：契約手続き中  7 地区 
②夜間監視パトロール：２４地区（8月 24日～3月２５日） 
③清掃活動支援：支援内容検討中 

○ 

35 ●環境配慮型施設整備事業 12 (12) ①農薬飛散防止対策：2.13ha 
②その他施設整備：1件 
③牧草による環境対策：20地区 

①農薬飛散防止対策：補助要望（０.９４ha）について補助金交付手続
中。さらに１.６２haについて精査中。 

②その他施設整備：堆肥散布機１台補助金交付申請準備中 
③牧草による環境対策：冬季作付けに向けほ場選定中 

○ 

担い手育成     

36 ◇機械作業受託組織育成事業 2 (-) 事業実施検討：1地区 ・JAと共同で９月に行ったアンケート集計中 
・１２月からのワークショップ開催準備中 

○ 

37 ◇担い手コーディネーター育成・派遣事業 1 (-) ①育成研修実施回数：2回 
②援農コーディネーター制度の確立 

：援農受入意向調査実施

①育成研修：研修計画作成中 
②援農コーディネーター制度：援農受入意向調査実施予定 

○ 

38 ◇農業後継者・横浜型担い手育成事業 32 (-) 経営改善支援：39件 ３8件補助金交付決定 
（認定農業者２0件、認定農業者に準じる農業者１８件） 

○ 

39 ●農地貸付促進事業 1 (1) 2ha 農地法等の改正等に伴い、制度内容を見直し □ 

確実な担保        

40 ●市民農園用地取得事業 3 (3) 制度検討 農地流動化促進事業とあわせて検討中 □ 

41 ●農地流動化促進事業 3 (3) 制度策定 農地法等の改正等に伴い、制度内容を見直し □ 

農
地
を
守
る 

42 ・国への制度要望 - (-) - 5 月末実施済み（12月3日実施） □ 

緑化推進     

43 ●地域緑化計画策定事業 30 (30) 6地区 ３地区で住民と調整中、3地区で準備中 ○ 

44 ◎民有地地域緑化助成事業 

45 ◎公共施設地域緑化事業 
地域緑化計画に基づき平成23年度以降実施予定 - 

 【民有地緑化助成事業（46～51）】 59 (42) - - - 

46  ●保育園・幼稚園芝生化事業 10 (10) 20園 申請受付を開始（幼稚園・保育園にダイレクトメールで周知） ○ 

47  ●区民花壇事業 10 (10) 20箇所 年内に募集開始予定 ○ 

48  ●生垣設置事業 5 (5) 250m 2件（11.1ｍ） ○ 

49  ◎屋上緑化助成事業 9 (2) ２０件 9件（258.3 ㎡） ○ 

50  ◎名木古木保存事業 10 (9) 新規指定：20本 ・新規指定：41本 
・助成申請本数：6本 

☆ 

51  ◎記念樹等生産配布事業 15 (5) 19,000本 ・14,319本（幼稚園・保育園にダイレクトメールで周知） 
・記念対象を拡充（市外からの転入、保育園・幼稚園の入園者、就職者） 

○ 

52 ◎公共施設緑化事業 267 (-) 2ha ・実施中（緑化実施予定面積：1.3ha） 
・公立保育園5園において芝生化実施予定（設計中） 

○ 

53 ◇公共施設緑化管理事業 350 (-) 管理対象緑化面積 ：123ha 実施中（緑化管理予定：91施設、17.8ha） ○ 

54 ◎いきいき街路樹事業 150 (150) ・管理対象街路樹（高木）本数：134,000本 
・概ね3年に1回剪定 

対象路線約150路線から選定した路線について、順次剪定作業実施中。 ○ 

55 ・民有地緑化の誘導等 - (-) 推進 緑化地域制度運用中 ○ 

緑
を
つ
く
る 

56 ・建築物の敷地に対する固定資産税等の軽減 - (-) 制度運用 事前相談：６６件、緑化保全契約締結：16件、約2.1ha ○ 

予算総計※四捨五入の関係により、合計が一致しないことがあります。 7,187 (1,064) 執行率（対予算総計 30.8％／対みどり税充当額総計 41.0％）  













































 
別紙３ 地図情報模式図 

凡 例 
 

● 出来るだけ早く指定して欲しい 

● 指定して欲しい 

● 今後検討したい 

● 詳しく話を聞きたい 

● 無記入 

○ アンケート未回収 

【指定推進の方向】 

     特別緑地保全地区の推進 

     市民の森の推進 

     緑地保存地区・源流の森の推進 










